
　　畜 産 試 験 場 だ よ り 第3号

　　導　入　牛　情　報

　畜産試験場では今年度も、熊野牛の生産基盤を強化するため、県畜産課の新政策

である「和牛生産拡大支援事業」を活用し、優良受精卵を生産するための供卵牛の

育成牛を、令和2年11月に宮崎県から5頭導入しました。

　本県の熊野牛の改良に有用なものになると考えられる導入牛５頭の血統情報など

を紹介します。

牛名号「ひなた１」1358146730

　　　 R2.1.14生

父牛　満天白清

　　母の父　忠富士

　　母祖父　福桜

育種価資格：本原

母牛基本得点：80.0

母産子数：11

＊綾品評会優等1席

　綾地区品評会で優等1席(最優秀賞)を獲得した牛で、発育がよく、身体各部の移行

がなだらかで深さがあり体型がとても美しい牛です。

*父牛の満天白清は、父：安平、母の父：白清85の3、母の祖父：福桜(宮崎)

　現場後代検定成績では、BMSNo.平均10.3、ﾛｰｽ芯面積82.0㎠(宮崎県家畜改良事業団ホームページより)

牛名号「ゆきか」1382447520

　　　 R2.2.5生

父牛　耕富士

　　母の父　美穂国

　　母祖父　忠富士

育種価資格：本原

母牛基本得点：83.1

母産子数：4

＊綾品評会壱等賞

　本牛は母牛の登録点数が83.1点と非常に高く、その性質を濃く受け継いでいること

がうかがわれる体型と発育が素晴らしい牛です。4代祖までの血統構成から、子牛に

は高い増体性が期待できます。

*父牛の耕富士は、父：忠富士、母の父：福之国、母の祖父：安平

　間接検定成績では、枝肉重量、ﾛｰｽ芯の形状、バラの張りなど良好、脂肪交雑は小ザシ基調。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(宮崎県家畜改良事業団ホームページより)



牛名号「あさの3」1504942933

　　　 R2.2.13生

父牛　満天白清

　　母の父　美穂国

　　母祖父　安福久

育種価資格：本原

母牛基本得点：81.4

母産子数：3

　脂肪交雑の市場評価の高い安福久を3代祖に持つ牛です。血統背景から予想される

よりも発育が良く、質と量を兼ね備えた素牛の生産に貢献することが期待できます。

牛名号「ありさ」1504957937

　　　 R2.2.27生

父牛　耕富士

　　母の父　美穂国

　　母祖父　安平

育種価資格：本原

母牛基本得点：82.5

母産子数：6

　令和元年度に導入した「みさき」と全きょうだいで、「みさき」と同様発育が素晴

らしく全体的に伸びのある牛です。血統も和牛3大系統が混ざった構成になっており

子牛にはバランスの良い産肉成績が期待できます。

牛名号「うらら」1607321918

　　　 R2.3.5生

父牛　耕富士

　　母の父　美穂国

　　母祖父　忠富士

育種価資格：本原

母牛基本得点：83.0

母産子数：3

＊綾品評会弐等賞

　今回導入した5頭のなかでは最も肩付きがよく、輪郭が鮮明で品位があります。5頭の中では

一番若いですがセリ体重で1.03kg/日と良好な発育をしており、母牛の基本登録点数も高く、

高い種牛性が期待できる牛です。



〇この5頭による受精卵生産は、人工授精で初産分娩した後の、令和4年春

　からになります。皆様に優良な受精卵を配付できるよう、飼養管理、

　繁殖・分娩管理に努めていきます。

・ ・

・ ・

・ ・

＜令和元年度導入牛の状況について＞
　令和元年10月と12月に、宮崎県から供卵牛の育成牛５頭を導入しました。

　その牛達の繁殖状況をお知らせします。

・「みつき１」号 R2.12.15分娩　雄　父牛：美津百合

　　　H30.12.19生 　　　名号　満月百合

           父牛　満天白清

　　　母の牛　美穂国

・「みなみ」号 R2.12.17分娩　雌　父牛：美津照重

　　　H30.12.23生 　　　名号　きたきた

           父牛　耕富士

　　　母の牛　秀正美



・「みさき」号 R2.12.15分娩　雌　父牛：美津照重

　　　H30.12.30生 　　　名号　みのり

           父牛　耕富士

　　　母の牛　美穂国

・「やわらこ」号 R3.3.15分娩予定　父牛：美津照重

　　　H31.2.25生

           父牛　美穂国

　　　母の牛　忠富士

・「みく」号 R3.4.11分娩予定　父牛：美国桜

　　　H31.3.9生

           父牛　耕富士

　　　母の牛　美穂国

〇「みつき１」、「みなみ」、「みさき」については、令和3年2月末から

　生殖器検査をして、過排卵処置を始める予定です。

　よって採卵を開始するのは令和3年4月からになります。

〇「やわらこ」、「みく」については、令和3年3月と4月に分娩させた後、

　採卵開始は令和3年6月からの予定です。


